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3
委
員
会
を
通
し
て

座
長
に
選
出
さ
れ
た
川
原
副
執
行
委
員
長

安全の確立と活き活きと働き続けられる環境の
実現に向け意志統一

挨拶する羽野中央執行委員長

米子列車区分会結成

情宣・教育・文化レクについて挨拶する羽野中央執行委員長

2027春闘の
重要な基礎データとなります

第31回
賃金実態調査の実施

全組合員に１００％集約に向けて
協力を要請する！

　

今
年
度
も
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動

の
次
代
へ
の
継
承
と
浸
透
を
図

る
た
め
、機
関
紙
や
ニ
ュ
ー
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て「
Ｊ
Ｒ

西
労
組
運
動
の
見
え
る
化
」を

更
に
推
進
す
る
こ
と
、組
合
員
に

よ
り
親
し
ま
れ
る
内
容
と
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。機
関
紙「
Ｊ

Ｒ
西
労
組
」で
は
各
級
機
関
か
ら

寄
稿
さ
れ
る「
ロ
マ
ン
は
実
を
結

ぶ
」「
女
性
役
員
ひ
と
つ
な
ぎ
」の

各
地
本
・
総
支
部
の
年
間
割
り

当
て
を
確
認
し
、寄
せ
ら
れ
た
記

事
を
積
極
的
に
掲
載
す
る
こ
と

　

中
央
本
部
は
、９
月
９
日（
水
）

に
、西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室
に

お
い
て「
第
１
回
情
宣
対
策
委
員

会
」、「
第
１
回
教
育
委
員
会
」、

「
第
１
回
文
化・レ
ク
活
動
委
員

会
」を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

　

各
委
員
会
に
は
、各
地
本・総

支
部
か
ら
代
表
者
、各
担
当
部
長

等
約
50
名
が
出
席
し
、運
動
の
経

過
と
向
こ
う
１
年
間
の
活
動
方

針
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し
て

羽
野
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
熊

本
地
震
お
よ
び
北
陸
地
区
で
の

豪
雨
災
害
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
収
入

動
向
、東
武
鉄
道
で
の
触
車
事

故
、Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
の
浸
透
、西
労
の

動
向
、人
財
育
成
、終
盤
へ
さ
し
か

かっ
た
労
働
協
約
改
訂
交
渉
な
ど

に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

で
、各
級
機
関
の
組
合
員
、女
性

組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
を

よ
り
身
近
な
も
の
に
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、支
部
、分
会
で
の
機
関

紙
の
発
行
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、各
級
機
関
紙
へ
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動

の
ロ
ゴ
を
掲
載
し
、Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動

の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
情
勢

を
速
報
す
る
ツ
ー
ル

と
な
って
い
る
Ｊ
Ｒ
西

労
組
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つい

て
も
約
9,
2
0
0

名
に
登
録
い
た
だ

き
、目
標
で
あ
る
1
0,
0
0
0

名
ま
で
あ
と
少
し
と
な
っ
て
お

り
、引
き
続
き
の
登
録
促
進
を

図
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

　

昨
年
の
中
央
本
部
主
催
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
結
果
、文

化
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
応

募
状
況
、受
賞
に
つ
い
て
報
告
が

さ
れ
た
。文
化・レ
ク
活
動
に
つ
い

て
は
、趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
組
合
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
取
り
組
み
と
し
て
、シ
ニ
ア
組

合
員
・
女
性
組
合
員
が
参
画
し

や
す
い
活
動
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

文
化・文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
つ
い
て
、引
き
続
き
、写
真
部

門
、川
柳
、標
語
部
門
と
、そ
の

他
作
品
部
門
に
ポ
ス
タ
ー・プ
ラ

カ
ー
ド・シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー・４
コ

マ
ま
ん
が
の
募
集
を
行
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
活
動
に
つ
い

て
は
、６
種
目
の
大
会
を
隔
年
で

開
催
し
て
お
り
、今
年
度
は
金

広
島
地
方
本
部
準
備
の
下「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」、大
阪
地
方
本

部
準
備
の
下「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」、本
社
総
支
部
準
備
の
下

「
ゴ
ル
フ
大
会
」を
開
催
し
、女
性

組
合
員
や
シ
ニ
ア
組
合
員
も
よ

り
参
画
し
や
す
い
活
動
を
行
う

こ
と
を
確
認
。各
地
本・総
支
部

に
お
い
て
も
、工
夫
を
凝
ら
し
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
開
催

を
要
請
し
た
。ま
た
、ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、ボ
ウ
リ
ン
グ
、ゴ
ル
フ
、

フ
ッ
ト
サ
ル
、綱
引
き
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー
の
6
種
目
開
催
が
２
巡
し

た
こ
と
や
、第
38
回
定
期
中
央

本
部
大
会
で
の
45
歳
以
上
や
女

性
組
合
員
を
含
む
チ
ー
ム
編
成

が
難
し
い
、気
候
も
踏
ま
え
た
開

催
時
期
や
家
族
を
交

え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
開
催
と
いっ
た
意

見
を
踏
ま
え
て
、28

年
度
よ
り
チ
ー
ム
編

成
の
あ
り
方
や
、よ
り

ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
と
女

性
組
合
員
が
参
加
し

や
す
い
種
目
の
開
催

を
検
討
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
、「
第
30
回

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大

階
段
駈
け
上
が
り
大

会
」は
、2
0
2
6
年

２
月
13
日（
土
）に
開

催
が
出
来
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、記
念
す
べ
き
30
回
大

会
に
向
け
て「
Ｊ
Ｒ
西
労
組

A
L
L 

S
T
A
R
」チ
ー
ム
の

編
成
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
お
い

て
、各
地
本・総
支
部
の
担
当
役

員
か
ら
積
極
的
な
発
言・質
疑
が

あ
り
、向
こ
う
１
年
間
の
方
針
に

更
な
る
肉
づ
け
が
さ
れ
た
。Ｊ
Ｒ

西
労
組
運
動
の
柱
で
あ
る
企
画

提
案
運
動
を
推
進
し
、更
な
る

組
織
の
充
実
と
強
化
を
図
る
た

め
、様
々
な
知
恵
と
工
夫
を
出
し

合
い
運
動
を
進
め
て
い
く
。

　

昨
年
度
の
中
央
本
部
主
催

「
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」は
、「
新
任

専
従
者
コ
ー
ス
」「
役
員
実
践

コ
ー
ス
」「
青
年
女
性
委
員
会

リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」「
安
全
衛
生

委
員
会
実
践
」「
女
性
役
員
コ
ー

ス
」の
５
コ
ー
ス
を
実
施
し
、

1
3
1
名
の
組
合
員
の
受
講
が

報
告
さ
れ
た
。

　

今
年
度
も「
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」を
教
育
活
動
の
柱
と
し
て
進

め
、顔
を
合
わ
せ
て
、建
設
的
な

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
重
視

し
て
開
催
し
、中
堅
役
員
向
け
の

「
役
員
実
践
コ
ー
ス
」を
中
心
に
、

対
象
の
役
員
育
成
を
主
眼
に
お

い
た「
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
コ
ー
ス
」、

「
安
全
衛
生
委
員
会
実
践
コ
ー

ス
」の
開
催
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、今
年
度
は
、隔
年
開
催

で
あ
る
、分
会
執
行
委
員
長
研

修
の
年
で
あ
り
、J
R
西
労
組
の

基
盤
で
あ
る
分
会
活
動
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、全
分
会
長

出
席
の
も
と
で
の
開
催
、中
央
本

部
と
共
催
の
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、

「
新
入
組
合
員
半
年
後
研
修
」

「
Ｌ
Ｍ
層
役
員
研
修
」、「
役
員
基

礎
コ
ー
ス
」「
新
入
組
合
員
検

修
」の
開
催
と
各
地
本・総
支
部

主
体
で
行
う「
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
」の
教
育
を
し
っ
か
り
と
行
う

こ
と
を
要
請
し
た
。

　

そ
し
て
、出
向
者
や
休
職
者
が

委
員
長
の
特
別
講
義
な
ど
を
聴

講
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
こ
と

か
ら
、各
級
機
関
教
育
担
当
者

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、総
合
生
活
サ
ポ
ー
ト
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
閲
覧
で
き
る
こ
と
か
ら
、各
地

本
・
総
支
部
等
で
実
施
す
る
研

修
等
で
の
活
用
に
併
せ
て
、多
く

の
組
合
員
に
周
知
さ
れ
る
よ
う

ニュ
ー
ス
等
に
掲
載
す
る
こ
と
を

要
請
し
た
。

　

　

米
子
支
部
は
、駅
や
乗
務
員
区

所
な
ど
8
分
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。今
年
は
組
織
の
未
来
に
つ

な
が
る
２
つ
の
取
り
組
み
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
3
月
、米
子
運
運
転
所

分
会
と
米
子
車
掌
区
分
会
が
統

合
し
、「
米
子
列
車
区
分
会
」が

発
足
し
ま
し
た
。２
０
０
人
を
超

え
る
組
合
員
を
擁
す
る
米
子
支

部
最
大
の
分
会

の
誕
生
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

分
会
が
培
っ
て

き
た
経
験
や
強

み
を
活
か
し
、新

た
な
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、よ

り
活
力
あ
る
分

会
活
動
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

6
月
、米
子

市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、組

織
内
議
員
で
あ

る
中
田
利
幸
氏
の
必
勝
に
向
け

て
支
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。選
挙
活
動
を
通
じ
て
、

組
織
内
議
員
が
職
場
の
課
題
や

組
合
員
の
声
を
政
策
へ
と
つ
な
ぐ

重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
、政
治

活
動
も
ま
た
労
働
組
合
運
動
の

重
要
な
実
践
で
あ
る
こ
と
を
、改

め
て
組
合
員
同
士
で
共
有
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
会
統
合
と
い
う
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
、選
挙
で
の
勝
利
。そ
の

ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、

「
組
織
の
力
」を
実
感
で
き
た
こ

と
で
し
た
。仲
間
と
と
も
に
積
み

重
ね
て
き
た
取
り
組
み
が
一つ一つ

形
と
な
り
、米
子
支
部
に
と
っ
て

実
を
結
ん
だ
１
年
と
な
り
ま
し

た
。　　
　
　

  

〈
米
子
地
本
発
〉

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は

2
0
2
6
年
９
月
10
日

（
木
）、西
阪
急
ビ
ル
８
Ｆ

会
議
室
に
お
い
て
第
１

回
地
本
代
表
者
会
議
を

開
催
し
た
。

　

初
め
に
中
央
本
部
を

代
表
し
て
羽
野
中
央
闘

争
委
員
長
が
要
求
書
を

提
出
し
て
以
降
、４
回
に

わ
た
る
団
体
交
渉
の
経

過
、大
会
以
降
の
熊
本
地
震
や
北

陸
地
区
で
の
豪
雨
災
害
、東
武
鉄

道
で
の
触
車
事
故
、直
近
の
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
経
営
状
況
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
運

動
の
ロ
ゴ
シ
ー
ル
の
活
用
、

J
R
西
労
の
動
向
に
つ
い

て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

中
央
本
部
よ
り
、安
全
に
つ
い

て
、停
車
駅
通
過
し
た
事
象
、こ
の

間
の
総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉

の
経
過
、部
会
の
定
期
委
員
会
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、各
地
本・総
支
部
の

代
表
者
は
2
0
2
6
年
度
総
合

労
働
協
約
改
訂
に
つい
て
組
合
員

か
ら
の
声
、強
い
要
望
を
訴
え
た
。

　

組
合
員
が
働
き
が
い
を
持
ち
、

安
全
に
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け

て
、中
央
本
部
、各
地
本・総
支
部

で
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

第
１
回
情
宣
・
教
育
・
文
化
レ
ク
委
員
会
を
開
催

第１回地本代表者会議
 2026年度総合労働協約改訂
最終交渉に向け意思統一を図る

第
1
回
情
宣
対
策
委
員
会

情
宣
活
動
を
通
じ
て
の
J
R
西
労
組
運
動
の
見
え
る
化

第
1
回
教
育
委
員
会

役
員・中
堅
役
員
の
育
成
と
分
会
活
動
の
充
実

第
1
回
文
化
・レ
ク
活
動
委
員
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
更
な
る
検
討
を
加
え
る

分
会
統
合
に
よ
る
組
織
の
力
が
選
挙
活
動
で
実
を
結
ぶ
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